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背景

● コードクローンとは、ソースコード中の全く同じか、類
似した部分のこと

● 主に開発者がコピー＆ペーストすることで生じる

● 既存の研究では、開発者の特性を考慮しておらず、
人がもたらす要因が反映されていない



目的

● クローンと人との関係を明らかにする
● 特定の人が作ったクローンは修正されやすい？
● クローンを作る人の特徴はある？
● クローンの作成者利用者関係は？



扱うプロジェクト

● プロジェクト選定要件
●ECTECが適用できる（Subversionで管理しているプロジェク
ト） Gitは？

●コードクローン作成者がわからないといけない
 コミッターでなく、パッチ投稿者を知りたい

●開発者が多数存在

● jEdit
• javaで書かれている、Subversionで管理されている
• コーディングした開発者を特定できる
• 開発者が複数存在



編集者特定手順1

● 全リビジョン間にsvn diff コマンドを実行
● 編集されたファイル名をDBに格納



編集者特定手順2

● パッチファイルを取得し、
編集されたファイル名を
探索

● そのパッチファイルはど
のリビジョンで取り込まれ
たかを登録



編集者特定手順3

● パッチファイルの中身
➢ org/gjt/sp/jedit/gui/AboutDialog.java

● svn diff コマンドで確認し
た編集ファイル(rev 16553)
➢ org/gjt/sp/jedit/gui/AboutDialog.java
➢ org/gjt/sp/jedit/jedit_gui.props

一致したものを、そのファイルを編集した開発者とし
て、パッチ投稿者を登録



処理の結果

● 約20000リビジョンのうち、363件のjavaファイルの
編集者は特定できた



Todo

● どれくらいコードクローンが含まれているのか確認す
る


	ページ 1
	ページ 2
	ページ 3
	ページ 4
	ページ 6
	ページ 7
	ページ 8
	ページ 9
	ページ 10

